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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
サイトメガロウイルス感染症は標的臓器が多く,臨床症状が多彩で,肝移植において早期にしかも的確
に本感染症を診断できる方法は,肝移植術後管理において重要な位置を占める｡immediateearlyantigen
(以下,IE抗原と略)に対するヒトモノクローナル抗体のF(ab′)2フラグメントをペルオキシダーゼ
で標識したHRp-C7法について,生体肝移植術後管理上における有用性と臨床的意義について検討され
た｡
生体肝移植症例37例を対象に移植後早期は2週に一度,以後は感染症が疑われた時点で評価し,判定法
は白血球5万個あたりの陽性細胞数1個以上を陽性とした｡
37例中4例にHRp-C7法による陽性症例を認め,3例がCMV肝炎と診断された｡IE抗原は肝機能の
正常化に伴い,初回陽性検出後10日から3週間後にそれぞれ陰性化し治癒を確認した｡残る1例は原因不
明の発熱を伴った腹水の増加症例で,CMVによる腹膜炎と診断し,治療後 3日後にはIE抗原の陰性化
が確認され,治癒に至った｡ploymerasechainreaction(PCR)法による全血中のDNA検出法 (定性
的)および組織染色は,臨床像との相関が一定しなかった.
以上の研究は,HRp-C7を用いたAntigenemia法がはじめて肝移植術後のサイトメガロウイルス感染
症の早期診断及び治療上有用であることを示した点で,肝移植の臨床に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 3月6日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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